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(57)【 特許 請求 の 範囲 】 
【 請求 項 1 】 

帯 用 銃 の た め の 弾 倉 中 に 弾薬 筒 を 装填 お よび 脱 離 する た め の シ ステ ム で あっ て 、 前 記 
携帯 用 銃 は 弾薬 筒 が 爆発 する た め に 作ら れる 銃 尾 ( 1 0 1 ) 、 お よび 弾薬 筒 を 弾倉 か ら 銃 
尾 に 通過 させ る た め に 適用 され る 口 部 ( 1 0 2 ) を 含み 、 前 記 弾 倉 は 前 記 銃 尾 に 噛み 合わ 
され そし て 銃 尾 (101 ) 自身 に 関し て 連続 し て 可動 の 複数 の 薬 室 ( 2 1 ) を 含み 、 装 填 
機構 ( 7 ) が 銃 尾 ( 1 0 1 ) 中 に 弾薬 筒 を 挿入 する 装填 位置 に 次 々 に 提供 する よう に し 、 
各 そ れ ぞ れ の 薬 室 ( 2 1 ) が 銃 尾 ( 1 0 1 ) の 軸 (X) に 関し て 長手 方 向 に 弾倉 に 配置 さ 
れる 少な く と も 1 つの レー ル 上 で 独立 し て 滑り 得 、 
事前 装填 機構 (6 ) を さら に 含み 、 

前 記事 前 装填 機構 ( 6 ) は 装填 位置 の 前 の 位置 で ある 事前 装填 位置 の 薬 室 ( 2 1 ) に 結 
合 さ れ 、 


ご 


中 位置 へ の 前 記 薬 室 ( 2 1 ) の 移動 は 前 記 銃 尾 ブ ロッ ク ( 1 0 ) の 跳ね 返り 
\ ぎ に 起き る こと を 特徴 と する 。 
【 請求 項 2 】 

弾倉 は 円 筒 型 弾倉 (2 ) で あり 、 そ し て 薬 室 (2 1 ) が その 上 に 配置 され る 請求 項 1 に 
記載 の シス テム 。 


事前 装填 位置 の 前 記 薬 室 (2 1 ) は 少な く と も 1 つの 噛み 合い 機構 (4 ) に よっ て 銃 尾 
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の 口 部 ( 1 0 2 ) に 押し 込ま れる 請求 項 1 に 記載 の シス テム 。 
【 請求 項 4 】 

事前 装填 位置 お よび 装填 位置 の 間 の 通過 の 間 、 弾 薬 筒 は 弾薬 筒 を 制止 する た め レ バー( 
2 3 ) の 解放 に よっ て 放出 され る 請求 項 3 に 記載 の シス テム 。 
【 請求 項 5 】 

事前 装填 位置 か ら 前 記 銃 尾 ( 1 0 1 ) の 弾薬 人 筒 の 挿入 の 位置 へ の 通過 の た め 移 動 の 間 、 
カム 機構 ( 5 ) は 作動 され 、 そ れ は カム ( 5 1 ) お よび カム (5 1 ) に 対し て 外側 に 配置 
され る 少な く と も 1 つの ガイ ド を 含み 、 そ の 中 に 前 記 薬 室 ( 2 1 ) の 噛み 合い 部 品 ( 2 1 
42 ) が 挿入 し 、 前 記 移 動 の 間 、 前 記 銃 尾 ブ ロッ ク ( 1 0 ) に 前 記 薬 室 ( 2 1 ) 自身 の 噛 
み 合 い を 常に 保証 する よう に する 請求 項 1 か ら 請 求 項 4 の いずれ か 1 項 に 記載 の シス テム 
【 請求 項 6 】 

銃 尾 か ら 引 き 抜か れる 薬 室 の 薬 葵 を 減速 する た め 、 薬 茨 減速 機構 ( 8 ) を さら に 備え る 
請求 項 1 か ら 請 求 項 5 の いずれ か 1 項 に 記載 の シス テム 。 
【 請求 項 7 】 
携帯 用 銃 の た め の 弾 倉 中 に 弾薬 筒 を 装填 お よび 脱 離 の 方 法 で あっ て 、 前 記 携 帯 用 銃 は 弾 
薬 筒 が 爆発 する た め に 作ら れる 銃 尾 ( 1 0 1 ) 、 お よび 弾薬 筒 を 弾倉 か ら 銃 尾 に 通過 させ 
る た め 口 部 ( 1 0 2 ) を 含み 、 前 記 弾 倉 は 前 記 銃 尾 に 噛み 合わ され そし て 銃 尾 自身 に 関し 
て 連続 し て 可動 の 複数 の 薬 室 ( 2 1 ) を 含み 、 装 填 機 構 ( 7 ) が 銃 尾 中 に 弾薬 人 筒 を 挿入 す 
NI NN 
の 中 ロジ の 0 ) で 俳 高 の 室 ( 2 1 ) の 移動 を 可能 に する た め 少 な く と も 1 つの 事 
前 装填 機構 (6 ) を さら に 備え 

事前 装填 機構 ( 6 ) は 装填 位 
れ 、 

事前 装填 位置 へ の 前 記 薬 室 (21 ) の 移動 は 銃 部 ブロ ッ ク ( 1 0 ) の 跳ね 返り 動作 で 同 
時 に 起き る 前 記 方 法 で あっ て 、 
前 記 方 法 は 

a ) 弾倉 の 目的 を も っ て 準備 され る 薬 室 ( 2 1 ) 中 へ 弾薬 筒 の 挿入 する ; 

b ) 銃 尾 に 相応 する 装填 お よび 発射 位置 に 装填 され る 銃弾 筒 を 伴う 各 薬 室 の 位置 決め を 
行なう : 

c ) 銃 尾 へ の 銃弾 筒 の 装填 し お よび 発射 する : 

d ) 発射 後 薬 室 か ら 薬 葵 を 脱 離 する 
の 段階 を 含み 、 銃 尾 中 に 弾薬 倫 の 装填 の 位置 の 前 の 位置 に 薬 室 が 装填 お よび 発射 の 段階 c 
) の 間 、 銃 尾 ブ ロッ ク 1 0 まで 運ば れる 事前 装填 の 段階 を 含む こと を 特徴 と する 。 
【 請求 項 8 】 
装填 お よび 発射 の 段階 の 間 、 射 撃 の 爆発 の 後 の 銃 尾 ブ ロッ ク の 跳ね 返り の 間 、 
ブロ ッ ク 自 身 が 一 定 の 予め 決め られ る 跳ね 返り の 距離 に 到達 する と 、 シ ャ ッ タ ー(1 0 
) が 開か れ 、 銃 尾 か ら 薬 式 の 自動 的 排出 を 可能 と する 請求 項 7 に 従う 方 法 。 
【 請求 項 9 】 

銃 尾 か ら 薬 葵 の 自動 的 排出 の 後 、 楽 葵 は 薬 室 に 入る に つれ て 楽 葵 自身 の 進入 速度 が 減速 
され る 請求 項 8 に 従う 方 法 。 
発明 の 詳細 な 説明 】 
技術 分 野 】 
0001】 
本 発明 は 携帯 用 銃 の た め の 弾 倉 中 に 弾薬 筒 を 装填 お よび 脱着 する た め の 方 法 に 関す る 。 


置 の 前 の 位置 で ある 事前 装填 位置 の 薬 室 (21 ) に 結合 さ 


wo 


ーー ネー 


この よう な 弾倉 は 、 例 え ! a 
る 携帯 用 銃 に 適用 され る 円 筒 型 の ドラ ム で ある 。 

【 背景 技術 】 

【0002j 


リボ ル バ ー 銃 ( 回転 式 連続 拳銃 ) の 弾倉 の よう な 弾倉 が 知ら れ て いて 、 銃 弾 筒 は 弾薬 筒 
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が 挿入 され る 複数 の 薬 索 あるいは シー ト に よっ て 作ら れる 円 形 の 弾倉 に 装填 され る 。 
[0003)】 

この よう な 技術 的 解決 に お いて 弾倉 、 お よび 特に 種々 な 薬 室 が 固定 され そし て 弾薬 筒 が 
薬 室 内 で 直接 引き 金 を 引か れ 、 薬 室 の 機能 を 銃 尾 の 機能 と 同時 に 起す か 、 あ る い は 適切 な 
シス テム お よび 機構 に よっ て 弾薬 倫 は 弾薬 価 が 後 で 引き 金 を 引か れる 銃 尾 中 の 薬 室 に よっ 
て 押し 出さ れる 。 

【0004】 

リボ ル バ ー 銃 に 適用 され る 解決 に お いて 、 弾 倉 の 回 転 が 新 し い 弾 薬 筒 を 銃 尾 の 口 で 爆発 
され る 準備 の た め に 運ぶ 。 
【0005】 

この 解決 が 中 型 寸 法 の 弾薬 人 筒 を 使用 する 追撃 砲 、 大 砲 お よび 樹 弾 砲 の よう な 携帯 用 銃 に 
適用 され る と 、 爆 発 力 が 大 きく そし て 薬 室 お よび 弾倉 の 両方 に 損害 を 与え る の で 後述 する 
薬 室 を 強化 する こと を 必要 と する 。 こ の よう な 薬 室 を 強化 する た め に 、 大 変 大 き な 空 間 を 
占め る 大 き な 寸 法 の 弾倉 機構 を 実現 する こと が 必要 で ある 。 

【000.6】 

し か し な が ら 、 薬 室 中 の 直接 の 爆発 は 弾倉 の 回 転 を 可能 と する た め に 空隙 の 存在 に より 
爆発 に よる 大 き な 圧 力 損失 を 引き 起こ し 、 銃 弾 の 押し 出し を 効率 の 小さ いも の と する 。 大 
変 大 きく そし て 頑丈 な 薬 室 は 大 変 重 くそ し て その 回 転 を 保証 する た め 大 き な 作 動力 を 要求 
する 。 

【0007 

この 解決 は 効率 の 観点 か ら 不 利益 で あり そし て それ 故 大 き な 寸 法 の 携帯 用 銃 に は 採用 さ 
れ 得 な い 。 

【0008】 

当 業 者 に 知ら れる さら な る 解決 は 弾薬 筒 の 押し 出し 機構 を 薬 室 か ら 銃 尾 に 挿入 する 
に よっ て 、 弾 倉 か ら 分 離さ れる 銃 尾 中 に 弾薬 筒 を 爆発 させ る こと に ある 。 
【0009】 

前 記 の 解決 に お いて 、 弾 倉 は 銃 尾 か ら 一 定 の 距離 に 設置 され る こと が 必要 で あり 、 
は 跳ね 返り 相 (r ecoi 1 phase) で この よう な 弾倉 が 爆発 に よっ て 引き 起 
れる カカ に より 損害 され な いよ うな 架台 の た め の 空 間 を 作る た めで ある 。 こ の 距離 は 弾 
る い は 架台 の 接近 シス テム の 採用 を 含み 、 こ れ は 押し 出し 機構 の 推進 器 が 銃 尾 内 の 薬 室 
存在 する 弾薬 倫 を 置換 し 得 て 、 そ れ で 射撃 が 兵器 に よっ て 爆発 され る 前 に 移動 する よう 
する 。 


(* 
( マ 


閣議 
S 


【 発明 の 概要 】 
【 発明 が 解決 し よう と する 課題 】 
[ 0010]】 


重要 な 課題 は 爆発 の 後 、 次 の 弾薬 人 筒 を 装填 する た め に 楽 蘭 を 除き 銃 尾 を 空 に する こと が 
必要 で ある の で この よう な 課題 に 遭遇 する 。 

[0011】 

ライ フル 銃 あ る い は 拳銃 の よう な 軽い 携帯 用 銃 に 応用 され る 既知 の 解決 は 爆発 に よっ て 
銃 尾 に 生じ る ガス が 集め られ る 通気 性 室 を 創る こと を 立案 する 。 こ の よう な ガス は 推進 器 
の 手段 に よっ て 弾薬 筒 を 銃 尾 の 外 へ 押し 出す スプ リン グ 機 構 を 充満 する た め に 使用 され る 
。 し か し この よう な 解決 は 兵器 の 跳ね 返り 相 を 終結 され る に 一 度 応用 され る 。 
[0012]】 
既知 技術 の 円 筒 型 弾倉 の さら な る 課題 は 新しい 弾薬 筒 の 装填 を 可能 と する た め に 弾倉 自 
身 か ら 薬 芝 の 引き 抜き で ある 。 

[001 3)】 

この よう な 相 は 薬 葵 を 除き 薬 室 を 空 に する 機構 を 備え る 必要 が ある の で 、 銃 尾 内 の 弾薬 
筒 の 装填 の た め に 上 記 の 場合 に み ら れ る 同じ 課題 を も っ て いる 。 

【0014】 
携帯 用 銃 、 主 に 大 寸法 の 携帯 用 銃 は 要求 され る 立ち 上 が り に 関し て 大 砲 の 装填 、 回 転 あ 


10 


20 


30 


40 


50 


る い は 位置 付け の 間 、 


銃弾 筒 を 弾薬 筒 上 


(A 


の 弾薬 価 の た め の 固 定 機構 で 装 
【0015j 


弾薬 筒 を 空 に する た 


め 、 こ の よう な 


定 機 


時 間 の 点 か ら 既 知 技術 で 不利 点 で ある 。 


【0016j 


全て の これ ら の 引用 され る 相 は 大 変 


よう な 相 が 機械 的 シス テム の 使 


を 要求 する か ら で あ る 。 
【0017】 

大 き な 寸 法 の 携帯 用 銃 に 
な 解決 は な い 。 
【 課題 を 解決 する た め の 手 段 】 
【0018】 


お いて 発射 速度 は 大 変 重要 で そし て この よう な 課題 は 


身 の 楽 室 の 外 へ の は み 出 し 
人 備 さ れる こと が 知ら れ て いる 


の 解放 シス テム が 必 


高い 発射 速度 を 有する こと を 
H の た め 過 度 に 速度 を 向上 で き な い 長く そし て 精巧 な 手 
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を 防ぐ た め に 、 薬 室内 
要 で あり 、 こ れ は 実行 
許容 せ ず 、 こ れ は この 
順 

常に 簡単 


本 発明 は 弾薬 筒 の 装填 お よび 脱着 シス テム そし て 装 EN と 【 


よっ て この よう な 欠点 を 取り 除く こと を 
NE i 
自動 的 実行 を 可能 


方 法 は さら に 同時 に 種々 な 相 の 
[0019]】 
発射 速度 の 増大 


は 速く そし て 安全 な 方 法 で 種々 の 機 4 
シス テム の 助け で 可能 で ある 。 こ の よう な 方 法 の 特徴 は 弾 


目的 と し て 、 


を 


弾薬 筒 が 銃 尾 


監視 し そし て 推進 する 電子 


こ 挿 入 さ れる 相 を 了 
a 


こし 、 発 射 速 度 を 増大 する 。 


| 御 


薬 


含 自 身 に 比較 され る 弾倉 中 の 


室 の 可動 性 で あり 、 弾 倉 は 架台 に 関し て 固定 され る 位置 に 留まる ; さら に 、 次 の 装填 相 を 
速め る よう に 架台 に 適切 な 薬 室 を 取り 付け そし て 接近 する た め に 弾薬 筒 の 爆発 の 間 、 銃 尾 
が 受け る 跳ね 返り が 勿論 活用 され る 。 
[0020)】 

さら に 行程 を 速め る た め に 、 跳 ね 返り 力 は 跳ね 返り の 間 、 薬 蘭 に 伴う 熱 力学 的 エネ ル ギ 
ー を 活用 する こと に よっ て 銃 尾 か ら 空 の 薬 黄 ケ ー ス の 排出 の た め に また 使用 され る 。 
【0021】 

本 発明 の 観点 は 付帯 の 特許 請求 項 1 の 特徴 を 有する 携帯 用 銃 の た め の 弾 倉 に 弾薬 筒 お よ 


び 楽 葵 を 装填 お よび 脱着 する シス テム に 


【0022j 


本 発明 の さら な る 観点 は 付帯 の 特 
人 筒 お よび 薬 茨 を 装填 お よび 脱着 する 方 法 に 


[002 3 )】 


この よう な シス テム お よび この よう な 方 法 の 特徴 お よび 利点 は 特定 し て 
照 し て 次 の 実施 態様 の 記載 か ら よ り 明 確 で そし て 明白 で ある 。 


の 図面 を 参 
図面 の 簡単 な 説明 】 
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関す る 。 


関す る 。 
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図示 され る 付帯 


従う 装填 シス テム が 含ま れる 携帯 有 


上 銃 の 構造 を 示す 図 で ある 。 
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本 発明 に 従う 種々 の 角度 の 事前 装填 相 の 装填 シス テム の 拡大 図 


上 銃 を 示す 図 で ある 。 
図 で ある 


図 で ある 


頃 シ ステ ム を 示す 図 で ある 。 
図 5 A は 弾薬 筒 の 跳ね 返り お よび 引き 抜き 相 の 装填 シス テム を 示す 図 
図 5 B は 減速 機構 の 拡大 図 
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【[ 図 6 】 図 6 は 弾倉 か ら 薬 式 の 引き 抜き 相 の 装填 シス テム を 示す 図 で ある 。 
【 発明 を 実施 する た め の 形 態 】 
【00251】 

引用 され る 図面 を 参照 し て 、 本 発明 に 従う 装填 シス テム は 複数 の 薬 室 2 1 が 提供 され 、 
弾薬 筒 あ る い は 薬 甘 を 収納 する た め に 適用 され 、 例 えば 弾倉 2 、 薬 室 の 移動 機構 3 、 噛 み 
合い 機構 ( 薬 室 捕獲 機構 ) 4 お よび 銃 尾 ブロ ッ ク 1 0 に 挫 か れ 、 弾 薬 筒 の 装填 を 促進 に す 
る た め に 適用 され る 箱 の よう な 構造 体 10 9 を 含む 。 さ ら に 、 シ ステ ム は 弾薬 筒 の 維持 レ 
バー2 3 を 解放 する た め の 少 な く と も 1 つの カム 機構 5 、 銃 尾 ブ ロッ ク 1 0 の 方 へ 薬 室 2 
1 の 移動 する た め の 事 前 装填 機構 6 、 銃 尾 ブ ロッ ク 1 0 に 弾薬 筒 を 挿入 する た め の 装 填 機 
構 7 、 発 射 薬 室 か ら 排 出さ れる 薬 蘭 を 遅く する た め に 適用 され る 薬 葵 の 減速 機構 8 お よび 
薬 英 か ら 薬 室 を 空 に し て そし て 新しい 弾薬 筒 の 円 筒 状 弾 倉 2 に 挿入 する た め の 薬 甘 の 排出 
機構 9 を 含む 。 

[0026)】 

薬 室 は 装填 機構 7 が 銃 尾 に 弾薬 人 答 を 挿入 する 位置 に 1 つ ず つ 薬 室 自身 を 提供 する た め に 
銃 尾 に 関し て 連続 し て 移動 し 得る 。 

[0027)】 

弾倉 2 の 上 に 薬 室 2 1 が 配置 され 、 各 薬 室 は 、 例 えば この よう な 薬 室 2 1 の 下 側 部 分 に 
設置 され る ガイ ド に よっ て 弾倉 2 自身 に 固定 され る レー ル 2 2 上 を 望ま し く は 可動 で あり 
そし て 滑走 する 。 こ の よう な 薬 室 2 1 の 移動 は 銃 尾 の 軸 X に 関し て 長手 方 向 で ある 。 
[0028]】 

レー ル 2 2 お よび ガイ ド の 数 は 薬 室 2 1 の 移動 を より よく 確保 する た め に 増加 で きる 。 
【0029】 

この よう な 薬 室 2 1 は レー ル 2 2 の 上 を 滑走 し そし て 弾倉 2 の 行程 の 終点 に 薬 室 2 1 を 
常に 維持 する た め に 適用 され る 維持 装置 で 装備 され る 。 

[0030)】 

レー ル 2 2 は 弾倉 2 に ボル ト あ る い は 同等 の シス テム に よっ て 望ま し く は 固定 され 、 一 
方 、 薬 室 2 1 上 に 配置 され る ガイ ド は 薬 室 2 1 の 構造 に 直接 組み 込ま れ 得 る か ある い は 溶 
接 あ る い は 同等 の シス テム の 手段 に よっ て 接続 され 得る 。 

【0031】 

この よう な 薬 室 2 1 の 上 側 部 に 、 少 な く と も 1 つの 弾薬 筒 の 維持 レバ ー2 3 が 配置 され 
適切 に 旋回 され 、 薬 室 の 内 側 か ら 外 側 に そし て 送 に 、 少 な く と も 1 つの 細 穴 2 1 6 の 助け 
で 回 転 する 。 

[0032]】 

薬 室 2 1 上 に 配置 され る 維持 レバ ー2 3 の 旋回 は 前 記 レ バー2 3 が 間 に 配 置 さ れる 望ま 
し く は 1 対 の 3 角形 の 突起 2 3 1 A お よび 2 3 1 B で 起き る 。 前 記 突 起 2 3 1 A お よび 2 
3 1 B は 薬 室 2 1 の 構造 物 と 直接 創 ら れる か ある い は 適切 な 固定 シス テム で 後程 固定 され 
る 。 

[0033)】 

前 記 突 起 2 3 1 A お よび 2 3 1 B の 形状 は 選ば れる 方 法 に 従っ て これ ら の 固定 を 促進 に 
する た め に 変更 され 得る 。 
【0034】 

少な く と も 1 つの 細 穴 2 1 2 が さら に 提供 され 、 減 速 機構 8 の 部 分 が 配置 され る 薬 
1 の 側面 に 配置 され る 。 

【0035 

提案 され る 図面 そし て 制約 の な い 解 決 で 、1 2 の 薬 室 2 1 が 提供 され る 。 位置 1 は 銃 尾 
ブロ ッ ク 1 0 で 配列 され る 薬 室 2 1 を 定義 し 、 番 号 付 け は 位置 1 2 まで 時 計 方 向 に 進む 。 
[0036]】 

位置 1 2 に ある 薬 室 2 1 は 弾薬 筒 の 事前 装填 相 に 関係 の ある も の で ある 。 さらに 一 般 的 
に 、 円 筒 状 弾倉 2 の 薬 室 2 1 の 番号 を n で 定義 し 、 薬 室 2 1 は それ が 銃 尾 ブロ ッ ク 1 0 で 
配列 され る と き 位 置 1 で あり 、 一 方 、 薬 室 2 1 は 弾薬 人 筒 の 事前 装填 相 が 作ら れる と き 位 置 
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n に ある 。 

【0037】 
薬 室 2 1 は 望ま し く は 

A を 有 し そし て シス テム 


状 の 中 空 形 状 を 有 し 、 銃 尾 ブ ロッ ク 1 0 の 方 向 に 前 口 2 1 7 
側 の 方 向 に 後 口 2 1 7 B を 有する 。 薬 室 の 寸法 は この よう な 


© 出 
に 


携帯 用 銃 で 使用 され る 弾薬 短 の 弾 径 に 依存 する 。 弾倉 2 , 薬 室 2 1 お よび 上 記 に 引用 され 
る 構造 体 が 作ら れる 材料 は 望ま し く は 人 金属 で ある が 、 し か し 例え ば 繊維 強化 プラ スチ ッ ク 
ある い は は 同等 の 材料 の よう な 異な る 材料 の 薬 宝 を 作る こと が 可能 で ある 。 


【:0.0 8 8.】 

各 単 一 薬 室 2 1 の 上 側 部 分 に 少な く と も 1 つの 細 穴 2 1 2 が 提供 され 、 そ れ は 後 口 2 1 
7 B ま で 前 記 薬 室 2 1 の 少な く と も 1 部 を 占め て 、 ブ ロッ ク 1 0 に 弾薬 筒 を 押し 出す よう 
に 装填 機構 7 に させ る た め 適 用 され る 。 

【0039】 

前 記 細 穴 2 1 2 と 一 列 で 推進 板 2 1 3 が 提供 され 、 金 属 あ る い は 同等 の 材料 で 作ら れ 、 
薬 室 2 1 に 望ま し く は 溶接 ある い は ボル ト あ る い は 同等 の シス テム の 手段 に よっ て 適切 に 
知 定 され 、 そ の 機能 を する た め に 事前 装填 機構 6 と 協同 する 。 

【0040】 

実施 態様 で 前 記 板 2 1 3 は 薬 室 2 1 と 一 体 で 一 直線 に 実現 され 得る 。 
[0041】 

弾倉 の あら ゆる ベッ ド で 釣 留 め 部 品 ( 噛み 合い 部 品 ) 21 42 が 連結 され 、 薬 室 自 身 を 
銃 尾 ブロ ッ ク 1 0 に 結合 する た め に 多 留 め 機 構い (噛み 合い 機構 ) 4 と 噛み 合わ せ す る た め 
に 適用 され る 台形 部 分 を 有する 。 弾倉 2 は それ 自身 の 縦 軸 の 周り を 移動 機構 3 の 助け で 回 
転 し 、 回 転 を 保証 する た め に 適用 され る ピン 3 1 2 、 固 定 留め 釘 3 2 お よび 1 群 の 推進 器 
3 3 の 手段 に よっ て 弾倉 2 の 中 央 本 体 と 接続 され る 輪 3 1 を 含む 。 

【0042】 

前 記 輸 3 1 は 多く の 等 間隔 の 穴 3 1 1 を 有 し 、 弾 倉 2 に 提供 され る 薬 室 2 1 の 数 に 一 致 
する 。 

[0043)】 

前 記 穴 3 1 1 は 、 固 定 留め 釘 3 2 の 方 法 で 種々 の 位置 に 弾倉 2 の 回 転 を 停止 する 留め 釘 
32 に よっ て 貫通 され 、 薬 室 が 跳ね 返り ある い は 方 法 の 重要 な 相 の 間 こ の よう な 座 か ら 動 
か な いこ と を 確実 に する 。 

【0044】 

さら に 前 記 留 め 釘 3 2 は 適切 に 制御 され る と き 、 弾 倉 の 回 転 を させ る よう に 、 留 め 釘 が 
挿入 され た 穴 3 1 1 の 外 へ 上 昇 し て 出る 。 
[06.4.5 

弾倉 2 の 回 転 は 弾倉 の 周囲 に 実質 的 に 配置 され る 、 そ し て ピン 3 3 3 の 手段 に よっ て 弾 
倉 に 結合 され る 少な く と も 2 つの ガイ ド ハ ン ドル 331A お よび 331B を 望ま し く は 含 
お む お グル ー プ の 推進 器 3 3 に よっ て 生じ られ る 。 それから ハン ドル は それ ぞ れ 少な く と も 2 
つの 推進 器 332A お よび 332B と 結合 され る 。 

【0046】 

ハン ドル お よび 推進 器 の 数 は 弾倉 の 寸法 お よび この よう な シス テム が 到達 し 得る 安全 水 
準 に 従っ て 変更 し 得る 。 

[0047)】 

推進 器 3 32 A お よび 3 32 B は ピス トン ある い は 同等 の シス テム で 望ま し し く は 実現 
され 、 こ れ ら は 弾倉 2 の 回 転 方 向 の 機能 に お いて 、 本 実施 態様 で 垂直 方 向 そ し て 反対 方 向 
で 位置 づけ られ る 。 

【0048】 

利用 で きる 空間 の 機能 に お いて 推進 器 3 3 2 の 位置 を 機能 上 の 原理 を 変化 せ ず 維持 する 

いずれ の 場合 に お いて も 変更 する こと は 可能 で ある 。 
【0049】 
弾倉 2 の 回 転 の 間 、 留 め 釘 3 3 3 は ハン ドル が 位置 付け られ る 適切 な 穴 3 1 1 に 適切 な 
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制御 シス テム の 手段 に よっ て 挿入 され る : その 後 、 推 進 器 3 3 2A お よび 3 3 2 B は ハン 
ドル 3 3 1 A お よび 3 3 1 B に よっ て 弾倉 2 を 回 転 さ せる 2 つの 力 を 保証 する た め に それ 
ら 自 身 伸び る 。 

【0050】 

弾倉 2 が 停止 され る 相 で 、 留 め 釘 3 3 3 は 動か な くさ れ そ し て それ ら が 挿入 され た 穴 3 
1 1 か ら 引 き 抜 かれ る: その 後 、 推 進 器 3 3 2 は 引き 続く 回 転 相 で これ ら の 新しい 伸び を 
する よう に 縮め られ る 。 

【0051】 

銃 尾 ブ ロッ ク 1 0 は 弾薬 筒 が 爆発 され る 銃 尾 ( ある い は 爆発 室 、 発 射 室 ) 1 0 1 、 貫 通 
穴 を も つ 望 まし く は 金属 構造 か ら な る 口 部 1 0 2 、 弾 薬科 輸送 を させ る た め に 適用 され る 
輸送 室 10 4 、 シ ャ ッ タ ー1 0 3 お よび 銃身 1 0 5 を 含む 。 

[0052)】 

前 記 ブ ロッ ク 1 0 は 弾薬 人 筒 の 爆発 に よっ て 起こ され る 跳ね 返り の 間 、 銃 尾 1 O 1 の 方 向 
に 沿っ て 動き 得る 。 

【 0.0.5.8.1 

装填 する 間 、 弾 薬 筒 は 口 部 1 0 2 の 穴 を 通っ つて 入り そし て 輸送 室 104 の 横断 に よっ て 
銃 尾 1 01 に 到達 する : この 点 で シャ ッ タ ー1 0 3 は 閉じ られ そし て 弾薬 筒 は 銃弾 を 発射 
する た め 爆 発 の 準備 を し 、 そ し て 銃身 1 05 か ら 銃 弾 を 排出 する 。 

【0054】 

前 記 構 造 体 は 弾薬 筒 の 爆発 に 耐え る た め に 適用 され る 金属 材料 ある い は 同等 の 材料 か ら 
望ま し く は 作ら れる 。 

【0055】 

前 記 銃 尾 ブ ロッ ク 1 0 は 使用 され る 爆発 装置 に 従っ て 形状 、 寸 法 お よび 部 品 の 数 を 変更 
で き 、 そ れ は 制約 を 考慮 され る べき で は な い 。 

[0056)】 

装填 機構 7 は 位置 1 に ある 薬 室 2 1 上 に 配置 され そし て 銃 尾 1 0 1 と 全体 的 に 組み 込ま 
れ そ し て 、 銃 尾 と 、 例 えば 、 こ の よう な 薬 室 2 1 上 に 位置 され る U 字 型 で 実現 され る 柄 7 
2 の 間 に 挿 入 さ れ 、 予 め 決 め ら れる 距離 の 間 で 銃 尾 の 方 向 に 移動 する た め に 適用 され る 押 
し 出し 推進 器 7 1 、 例 えば 流体 カビ スト ン を 含む 。 前 記 林 は ガイ ド 7 2 1 A お よび 7 2 1 
B 上 を 移動 し 、 ガ イド は 2 つの トラ ッ ク 7 3 A お よび 7 3 B 上 を 滑走 する 。 

[0057)】 

トラ ッ ク 7 3 A お よび 7 3 B は 望ま し く は 穴 を も つつ 長方形 断面 を 有する 。 前記 ト ラッ ク 
は 銃 尾 ブロ ッ ク 1 0 の ベー ス と 口 部 1 0 2 の 部 分 と 接続 され る U 型 棒 7 4 上 を 順番 に 滑 
する 。 前 記 棒 7 4 は 銃 尾 ブロ ッ ク 1 0 の 跳ね 返り に 等 し い 距 離 に 両 腕 7 4 1 A お よび 7 4 
1B に 段 7 42 を 有 し 、 ト ラッ ク 7 3 A お よび 7 3B は 射撃 の 後 、 弾 薬 筒 の 装填 そし て 楽 
茨 の 返送 を する よう に 予め 決め られ る 距離 の 間 、 橋 7 2 を 移動 させ る た め に 同じ 上 を 滑走 
し 得 て 、 そ れ は 前 記 段 が トラ ッ ク 7 3 A お よび 7 3 B に 対す る 行程 の 終点 機能 を 有する か 
ら で あ る 。 

[0058]】 

トラ ッ ク 7 3 お よび 腕 7 4 1 の 形状 は これ ら の 仕事 が 機構 7 の 長手 方 向 の 動作 を 確実 に 
する こと で ある の で 、 記 載 さ れ た も の か ら 、 例 えば 移動 を させ そし て 確実 に する た め 3 角 
用 状 の トラ ッ ク 7 3 お よび トラ ッ ク 7 3 の 形状 に 相補 的 な 形状 の 腕 7 4 1 を 創る こと に よ 
っ て 変化 させ 得る 。 

【0059】 


Tr 


前 記 格 7 2 の より 低い 部 分 に 、 押 し 出し の 少な く と も 1 つの 部 品 722 が 提供 さ れ 、 こ 
の よう な 推進 器 に よっ て 生じ る 動作 の お 除 で 銃 尾 ブロ ッ ク 1 0 内 へ 薬 室 2 1 に 設置 され る 


弾薬 筒 を 押し 出す た め に 適用 され る 

【0060】 

押し 出し の 前 記 部 品 7 2 2 は 望ま し く は 投影 図 に 見 られ る よう に 3 角形 断面 を 有する 。 
押し 出し の 部 品 7 2 2 は 銃弾 筒 の 底 を 押し つけ る こと に よっ て 薬 室 2 1 の 細 穴 2 1 2 内 を 
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滑走 する 。 前 記 部 品 7 2 2 は 押し 点 7 2 2 を 回 転 さ せる ピン 7 2 3 に よっ て 棒 7 2 に 噛み 
合わ され 、 弾 倉 2 の 回 転 の 間 、 こ の よう な 押し 点 7 22 は 回 転 し な が ら 上 昇 さ れ 、 そ れ か 
ら 装填 機構 7 が 推進 され る 丁度 前 に 低下 され な けれ ば な ら な い 。 

【0061】 

事前 装填 機構 6 は 薬 室 2 1 上 に 配置 され る 板 2 1 3 に 望ま し く は 作用 する 事前 装填 推進 
器 6 1 を 含み 、 こ の 板 を 鉛 留め 部 品 ( 噛み 合い 部 品 ) 2 1 42 の 助け で 望ま し く は ブロ ッ 
ク 1 0 の 跳ね 返り の 間 、 多 留め 機構 (噛み 合い 機構 ) 4 に 噛み 合う に 十分 な 量 の 前 進 を さ 
せる 。 特に 事前 装填 位置 の 薬 室 の 前 進 移動 は 銃 尾 ブロ ッ ク の 跳ね 返り 移動 と 同時 に 起き る 
【0062】 

推進 器 6 1 は 弾薬 筒 が 弾倉 2 の 回 転 を する た め に 銃 尾 に 挿入 され る 位置 の 前 の 位置 に 設 
置 さ れる ピス トン と と も に 望ま し く は 備え られ る 。 

[006 8】 

薬 室 の 銘 留め 機構 4 は 銃 尾 ブロ ッ ク 1 0 の 口 部 1 0 2 と 接続 され る 形状 の ある 物 留め 板 
4 1 を 含む 。 

【0064】 

前 記 板 4 1 は 弾薬 筒 を 弾薬 筒 の 装填 相 で 薬 室 2 1 か ら 銃 尾 1 0 1 へ 輸送 する た め に 適用 
され る 貫通 穴 4 1 1 を 含む 周囲 の 王冠 の 断面 の 形状 を 有する 。 前 記 板 4 1 は 優位 に 直接 に 
銃 尾 ブロ ッ ク 1 0 と 一 体 化 さ れる 。 

【0065】 


銘 留め 機構 4 は 、 例 えば 、U 字 型 の 画 4 2 を また 含み 、 板 4 1 の 端 に 設置 され 、 函 の 中 
に 可動 移 留め 板 4 3 が 噛み 合わ され 、 ピ ン 4 2 1 の 軸 の 周り を 部 分 的 に 回 転 で きる 字 型 
用 状 の 断面 を 望ま し く は 有する 。 

【0066】 

部 品 4 2 の 配置 は 記載 の 場合 に は 時 計 回 り 型 で ある 弾倉 の 回 転 に 依存 する 。 
[0067)】 

前 記 機 構 4 は 弾薬 筒 が 銃 尾 に 挿入 され る 位置 の 前 の 位置 の 位置 1 2 に ある 薬 室 2 1 で 推 
進 さ れる 。 

【0068】 


板 4 3 は 薬 室 が 銃 尾 ブロ ッ ク 1 0 に 近づく と き 上 昇 す る こと に よっ て 回 転 し 、 楽 室 2 1 
上 に 配置 され る 釣 留 め 部 品 2 1 4 2 が ブロ ッ ク 1 0 の 口 部 1 0 2 近く の 位置 に 薬 室 2 1 を 
阻止 する よう に 再び 降下 で きる 板 4 3 に 打ち 勝つ まで 、 事 前 装填 機構 の 推進 器 に よっ て 押 
し 出さ れる 。 

【0069】 

この 噛み 合い は 事前 装填 機構 6 の 助け で 薬 室 1 2 の 跳ね 返り 動作 を 伴う 爆発 の 後 の ブ ロ 
ッ ク 1 0 の 同調 跳ね 返り 動作 に よっ て な され る 。 

【0070】 

事前 装填 機構 6 が 銃 尾 ブロ ッ ク 1 0 の 跳ね 返り を 起こ すこ と な く 、 例 えば 、 銃 尾 1 01 
内 に まだ 弾薬 筒 が 存在 し な い 射 撃 の 場面 で 第 1 の 弾薬 筒 を 事前 装填 する た め に 、 多 留 め 機 
構 4 に 薬 室 2 1 を 位置 1 2 で 噛み 合わ せ で きる よう に 事前 装填 機構 6 へ の 制御 を 実行 する 
こと は 可能 で ある 。 

[0071)】 

事前 装填 位置 1 2 か ら 銃 尾 の 弾薬 筒 の 挿入 の 位置 1 に 移動 する た め 回 転 の 間 、 カ ム 5 1 
を 含む カム 機構 5 は 起動 され 、 形 状 の ある 板 4 1 の 角度 に 関し て 縮小 され る 曲率 角度 を も 
つ 円 形 部 品 5 1 1 お よび 釣 留 め 部 品 21 42 が 挿入 され る 円 形 部 品 5 1 1 に 関し て 外部 に 
設置 され る 少な く と も 1 つの ガイ ド に よっ て 形成 され 、 釣 留め 部 品 は この 方 法 で は カム の 
動作 に 従わ むず 、 そ の よう に 常に 銃 尾 ブロ ッ ク 1 0 と 薬 室 2 1 自身 の 噛み 合い を 保証 する 

[0072)】 

前 記 カ ム 5 1 は 弾薬 筒 の 維持 レバ ー2 3 か ら 解放 する た め に 適用 され る 。 前 記 カ ム 5 1 
は 弾倉 2 の 回 転 の 間 、 レ バー2 3 を 上 昇 し 、 そ れ を する こと に よっ て 備え られ る 細 穴 2 1 
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6 の 手段 に より 薬 室 2 1 の 側面 の 外 へ 出る 。 
[0073)】 
実際 に は 、 本 発明 の 特徴 に 従っ て 、 事 前 装填 位置 お よび 装填 位置 の 間 の 回 転 の 間 、 弾 薬 
人 筒 は 弾薬 筒 か ら 維 持 レ バー2 3 の 解放 の 手段 に よっ て 自由 に され る 。 

【0074】 

カム 5 1 は 弾倉 2 の 回 転 の 間 、 レ バー2 3 の 上 昇 を 保証 する た め に 適用 され る 種々 の 形 
状 で 実現 され 得る 。 

【0075】 

前 記 レ バー2 3 を 上 昇 す る こと に よっ て 銃 尾 ブロ ッ ク 1 0 内 に 装填 機構 7 の 助け で 銃弾 
筒 を 押し 出す こと が 可能 で ある 。 

[0076]】 

ガイ ド は 部 品 の 間 の 隙間 を 生じ る こと な く 、 釣 留め 部 品 2142 を 滑走 させ 得る 溝 を 作 
り 、 そ し て 跳ね 返り の 間 、 楽 室 2 1 の 解放 を 避け る た め に 板 41 の 端 を 曲げ る こと に よっ 
て 実現 され 得 て 、 薬 室 2 1 は トラ ッ ク 2 2 の 助け で 銃 尾 ブロ ッ ク 1 0 の 移動 に 続い て 滑 』 
ずる 。 

[0077)】 

弾丸 を 爆発 する と 、 ブ ロッ ク 1 0 が 跳ね 返り そし て 上 記 で 分 か る よう に 位置 1 2 で 薬 室 
2 1 の 釣 留 め に 貢献 する と 同様 の 力 が 銃 尾 1 0 1 か ら 薬 菩 の 排出 の た め に 使用 され る 。 実 
際 に は 、 銃 尾 ブ ロッ ク 1 0 に よっ て 一 定 の 予め 決め られ る 跳ね 返り 距離 に 到達 する と 、 そ 
の 薬 葵 が 跳ね 返り 力 に よっ て 生じ る 熱 力 学 エ ネル ギー を 有する の で 、 シ ャ ッ タ ー1 0 3 が 
銃 尾 1 0 1 か ら 薬 葵 の 自動 的 排出 を させ る よう に 開か れる 。 

[0078 ]】 

薬 英 は 銃 尾 1 0 1 か ら 排 出さ れる と き 位 置 1 に ある 空 の 薬 室 2 1 の 方 へ 輸送 室 1 0 4 の 
手段 に よっ て ガイ ド さ れる 。 
【0079】 

この よう な 加速 は どの 薬 室 2 1 に も 設置 され る 減速 機構 8 に よっ て 緩衝 され る 。 
【0080】 

前 記 減 速 機構 8 は 薬 薄 の 速度 を 遅く し そし て 弾倉 の 構造 体 の 部 分 を 損害 し 得る こと を 避 
ける た め に 適用 され 、 そ し て 連結 部 品 81 、 レ バー を 有する 装置 8 2 、 緩 衝 器 8 3 お よび 
遮断 部 品 8 4 を 有する 。 

【0081】 

爆発 の あと 薬 室 2 1 に 入る 薬 葵 は 連結 部 品 8 1 に 当り 、 レ バー を 有する 装置 82 に よっ 
て 緩衝 器 8 3 の 助け で 薬 蘭 の 移動 の 速度 を 落と す 。 

【0082】 

薬 葵 は 遮断 部 品 8 4 か ら そ の 前 進 を 明確 に 遮断 され 、 楽 室 2 1 の 終端 部 に 配置 され る 。 
【0083】 

区 影 図 に 見 られ る 望ま し く は 3 角形 を 有する 前 記 部 品 8 4 は 薬 室 2 1 の 構造 体 に ピン 8 
4 1 の 手段 お よび 適切 が スプ リン グ 装 置 に よっ て 固定 され 、 そ し て 回 転 に よっ て それ 自身 
低め る こと の で きる 空 の 薬 室 2 1 内 に 新しい 弾薬 人 筒 の 導入 を する た め に 適用 され る が 、 し 
か し それ は 薬 室 2 1 の 後 口 2 1 7 B か ら 段 の 助け で 弾薬 人 筒 あ る い は 薬 蘭 の 排出 を させ な い 
【0084】 
提案 され る 実施 態様 に お いて 、 緩衝 器 8 3 は 薬 室 2 1 の 外部 表面 に 配置 され 、 一 方 、 連 
合 部 品 8 1 は 薬 室 2 1 内 に 配置 され る 。 

【0085】 

連絡 部 品 8 1 の 動作 は 細 穴 2 1 5 に 配置 され る レバ ー を 有する 装置 82 か ら 緩 衝 如 8 3 
に 伝え られ る 。 

【0086】 

薬 葵 の 装填 お よび 脱着 位置 の 薬 室 2 1 は 、 薬 葵 を 受け と る と 、 銃 尾 ブ ロッ ク 1 0 に 静止 
し て 噛み 合わ され : 楽 室 を 位置 2 に 運ぶ 次 ぎの 回 転 で 、 薬 室 は 位置 1 2 か ら 位置 1 に 順番 
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に 回 転 す る 次 の 薬 室 2 1 に 押し 出さ れる 。 
【0087】 

前 記 回 転 は 薬 室 2 1 の 銘 留 め 部 品 2 1 42 を 解放 され る よう に ガイ ド の 外 へ 出す : 薬 室 
2 1 の 維持 装置 の 助け で 、 薬 室 は 弾倉 2 で 行程 の 終 に 戻る 。 


【0088】 

薬 茨 は 前 記 薬 室 2 1 が 位置 3 か ら 位置 4 に 移る まで 望ま し く は 薬 室 2 1 内 に 留まる 。 
【0089】 

前 記 輸送 で 、 薬 蘭 の 排除 機構 9 が 推進 され る 。 

【0090】 


この よう な 機構 は 排除 板 り 9 1 お よび 押し 出し 装置 9 2 を 含む 。 板 9 1 は 貫通 穴 を 含み 、 
薬 葵 お よび 少な く と も 1 つの カム 9 1 2 を 輸送 する た め に 適用 され 、 薬 室 2 1 

ら 位 置 4 に 移動 する 回 転 の 間 、 弾 薬 筒 の 遮断 レバ ー2 3 を 上 昇 す る た め に 適用 され る 。 
【0091】 

レバ ー2 3 の 解放 は 押し 出し 装置 9 2 に よっ て 薬 蒸 の 次 の 排除 相 に する 。 
【0092】 

前 記 押 し 出し 装置 9 2 は 前 記 の 装填 機構 7 が 実現 され た 同じ 方 法 で 実行 され る 。 
【0093】 

前 記 装 置 92 は ガイ ド 9 2 3 A お よび 9 2 3B が 配置 され る U 字 型 構造 体 9 2 2 に 固定 
され る 推進 器 を 含み 、2 つの トラ ッ ク 92 4A お よび 924B に 沿っ て 滑走 する 。 ト ラッ 
ク 92 4A お よび 924B は 長方形 の 断面 を 有 し そし て 穴 を も っ て 備え られ る 。 
【0094】 

この よう な 構造 体 9 2 2 の 下 側 部 に 、 少 な く と も 1 つの 押し 出し 点 が 提供 され ( 図 に は 
示さ れ な い ) 、 そ れ が 銃 尾 に 弾薬 筒 を 装填 する た め に 起 お こす と 同様 に 弾倉 構造 体 2 の 外 
側 で 薬 室 2 1 に 設置 くさ れる 薬 茨 を 押し 出す た め に 適用 され る 。 

【0095】 

この よう な 構造 体 9 2 2 の 移動 は ビス トン で 実行 され る 推進 器 92 5 に よっ て な され る 
。 回 転 の 間 、 こ の よう な 押し 出し 点 は 弾倉 2 の 回 転 を させ る よう に 上 昇 さ れ そ し て その 後 
、 こ れ ら は 楽 茜 の 排除 機構 9 が 推進 され る 丁度 前 に 低下 され る 。 

【0096】 

前 記 機 構 9 は 薬 室 2 1 の 外側 に 楽 葵 を 移動 させ る た め 回 転 を させ る が し か し また 押し 出 

し 点 を 働か す よ うな 弾倉 2 か ら の 高 さ に 設置 され る 。 

0097】 

前 記 押 し 出し 装置 9 2 は 外側 構造 体 1 0 9 に 基礎 で 固定 され る U 字 型 棒 
い ) に よっ て 維持 され る 。 り U 字 型 の 棒 腕 上 で この よう な シス テム の トラ ッ 
び 924B が 滑走 する 。 

【0098】 

装填 機構 7 に 関し て 異な る 方 法 で 装置 9 2 を 実行 する た め に 選択 する こと は 可能 で ある 


テー 


( 図 に 示さ れ な 
ク 9 2 4A お よ 


【0099】 

シス テム を 作る 単 一 の 機構 を 詳細 に 記載 する と 、 こ の よう な 発明 の 新規 な 手順 の 相 が 記 
載 さ れ そ し て 明示 され よう 。 

【0100j】 

各 相 は 通常 の 特徴 に よっ て 区 別 さ れる が すべ て の 第 2 次 相 は 明確 に 明示 され 、 同 時 に 行 
われ る 。 
【0101】 

方 法 は 次 の 相 を 含む : 円 筒 型 弾 倉 2 の 適切 な 薬 室 2 1 に 弾薬 筒 の 挿入 : 位置 n に 設置 
れる 薬 室 2 1 に 収容 され る 弾薬 筒 の 事前 装填 : 弾倉 2 の 回 転 : 銃 尾 1 0 1 に 弾薬 筒 の 装 
; 銃 尾 1 0 1 か ら 薬 尊 の 排除 : 薬 室 2 1 の 置換 : 弾倉 か ら 薬 葵 の 脱着 : 新しい 銃弾 筒 で 
室 の 新しい 装填 。 

【0102】 
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ら に 特に 円 筒 型 弾倉 2 の 適切 な 薬 室 2 1 に 弾薬 筒 の 挿入 の 相 を 解析 する と き 、 そ れ は 
2 を 形成 する 全て の n 番 の 薬 室 2 1 を 適切 か シス テム で 装填 する こと か ら な る 。 
1 

の 


よう な 空 の 薬 室 2 1 の 装填 は 、 ブ ロッ ク の 部 品 8 2 が 位置 付け られ る 口 2 1 7 B に 


単 薬 和 価 を 挿入 する こと に よっ て 起き 、 部 品 は 弾薬 筒 を 押し 出す 間 、 低 下さ れ そ し て 薬 室 に 
弾薬 筒 の 導入 を させ る 
[0104)】 

薬 室 2 1 内 へ の 弾薬 筒 の 挿入 は 、 同 時 に 薬 室 の 予め 決め られ る 番号 で 、 例 えば 位置 5 に 
ある 種々 の 薬 室 2 1 に 弾薬 価 を 挿入 する こと に よっ て 例え ば 連続 の 方 法 、 あ る い は 同時 に 
起き 得る 。 

[0105]】 

位置 n に 配置 され る 薬 室 2 1 に 収容 され る 弾薬 筒 の 事前 装填 相 は 、 銃 尾 ブ ロッ ク 1 0 の 
跳ね 返り お よび 事前 装填 機構 6 の 組み 合わ せ 作 用 の 助け で 多 留 め 機 構 4 に よっ て 可動 の 方 
法 で 、 薬 室 2 1 の 銃 尾 ブロ ッ ク 1 0 に 多 留 めす る こと か ら な る 。 

LO.20.6 

この よう な 方 法 で 銃 尾 の 弾薬 筒 の 装填 位置 に 先立つ 位置 n に 設置 され る 薬 室 2 1 の み が 
銃 尾 ブロ ッ ク 1 0 に 接近 され る 。 

[0107]】 

銃 尾 ブロ ッ ク 1 0 へ の 薬 室 2 1 の 押し 出し は 事前 装填 機構 6 の 推進 器 6 1 の 助け で 、 例 
えば 、 弾 薬 筒 が 銃 尾 1 0 1 で 爆発 する た め に 未だ 存在 し な いと き 第 1 の 事前 装填 相 で の み 
起き る 。 

【0108】 

回 転機 構 3 の 助け で 薬 室 2 の 回 転 は 段階 的 に 起き 、 楽 室 2 1 を 位置 n か ら 位置 1 に 運ぶ 
。 こ の よう な 動作 は カム 機構 5 の 助け で 弾薬 倫 の 維持 レバ ー2 3 を 解放 し 、 銃 尾 ブ ロッ ク 
1 0 の 近く に 遮断 され る 薬 室 2 1 を 保持 する 。 

【0109】 

銃 尾 1 0 1 の 装填 相 で 、 ブ ロッ ク 1 0 の 近く に 配置 され る 位置 1 に 到達 し た 薬 室 2 1 に 
ある この よう な 弾薬 伺 は 、 装 填 機 構 7 に よっ て 銃 尾 ブロ ッ ク 1 0 内 に 挿入 され る 。 
[0110)】 

この 点 で 弾薬 筒 は 爆発 され る た め に 人 準備 が で きる 。 

[ 0111 )】 

弾丸 を 爆発 する と 、 適 切な 一 致す る 信号 の 後 、 銃 尾 1 0 1 か ら 薬 葵 の 排出 相 が 入れ られ 
る 。 こ の よう な 相 は 銃 尾 ブロ ッ ク 1 0 の 跳ね 返り の 間 、 口 部 1 0 2 か ら 楽 葵 の 排出 か ら な 
る 
【 


0112 

予め 決め られ る 跳ね 返り 距離 に 到達 する と 、 シ ャ ッ タ ー が 開か れ そ し て 最大 跳ね 返り の 

間 、 一 定 の 熱 力学 エネ ルギー を も つ 薬 羨 が 銃 尾 か ら 出 て き て そし て 空 を 保 た れる 位置 1 の 

薬 室 2 1 に 再び 入り 、 こ の よう な 薬 室 は 銃 尾 ブ ロッ ク 1 0 に 静 置 し て 銘 留 め さ れ る 。 

【0113j 
{ 


薬 室 2 1 は 跳ね 返り の 間 、 ト ラッ ク 2 2 の 助け で 銃 尾 ブロ ッ ク の 動作 に 続く 。 
【0114】 
薬 龍 の この よう な 熱 力学 エネ ルギー は 薬 室 2 1 の 入口 で この よう な 薬 葵 の 速度 を 落と す 


こと の で きる 薬 室 2 1 に 設置 され る 減速 機構 8 に よっ て 緩衝 され る 。 

【01151 

次 の 相 は 弾倉 か ら 薬 栖 の 脱着 で ある 。 こ の よう な 相 は 薬 葵 が 望ま し く は 位置 3 に 到達 す 
る 内 部 へ 薬 室 2 1 で 始ま る 。 こ の よう な 位置 で 、 カ ム 9 1 2 の 助け で 維持 レバ ー2 3 を 動 
か な くす る 排出 機構 は 相 3 か ら 4 に 回 転 す る 間 、 提 供 さ れ 、 そ し て 最終 的 に 薬 室 2 1 が 位 
置 4 に 到達 し た と き 、 推 進 器 9 2 1 が 推進 され 、 推 進 器 は 穴 板 を 通過 する 薬 葵 を 押し 出し 
そし て 薬 共 の 置換 シス テム に よっ て 回 復 さ れる 。 

[0116)】 
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薬 室 が 位置 5 に 到達 する と 、 空 に な り そ し て ここ に 薬 室 の 最終 の 再 装 填 相 が 
筒 と と も に 入れ られ 、 前 記 方 法 の 第 1 の 相 で 見 られ た 弾薬 筒 の 挿入 の 同じ 機 


得る 。 
【0117j1 


新しい 弾薬 


で 実施 され 


1 つの 位置 か ら 他 の 位置 に 薬 室 2 1 の 移動 は 回 転機 構 3 の 助け で 弾倉 2 の 回 転 に よっ て 
その 時 に 処置 を する こと に よっ て 、 弾 薬 筒 の 爆発 後 、 続 いて 起き る 。 


【0118j 


弾倉 の 調子 は 作動 し て いる 他 の 機構 か ら 来 る 信号 に 基づい て 回 転機 構 3 を 制御 する 電子 


制御 器 の 助け で 管理 され る 。 
【0119j 


他 の 制御 器 が 以前 に 引用 され る 他 の 機構 か ら 信号 を また 受け る 弾薬 人 筒 を 発射 する た め 大 


砲 の 可能 性 に 作用 する 電子 機器 を また 提供 され る 。 
【0120]】 


これ ら の 望ま し い 実 施 態 様 に 記載 され た 関連 の 方 法 お よび 種々 な 機構 は 


置 さ れる 大 砲 に 適用 され る 。 
【0121】 


軍隊 の 手段 で 設 


この よう な シス テム が 防 璧 ある い は 軍隊 の 戦略 的 位置 ある い は 軍艦 の いずれ か に 固定 さ 


れる 大 砲 、 迫 撃 砲 、 樽 弾 爺 等 に また 適用 され る こと を 妨げ る も の は な い 。 
に 従う こと が で き 


テム の この よう な 統合 機構 は 追跡 の た め の 動 作 の 間 、 携 帯 用 銃 
実施 態様 に お いて 0 か ら 7 5 " の 上 昇 角度 に 到達 させ 得る 。 
【01221 


し か し 、 携 帯 用 銃 に 適用 され る 追跡 シス テム の 構造 体 お よび 外部 の 収納 函 


で この よう な 限定 され る 角度 を 延ばす こと が 可能 で ある 。 
【012 3 


に Oo の に と が 可能 で あ 
つ 


る : 例え ば 、 こ れ ら は 薬 室 が 常に 提供 され る ベル ト 式 弾倉 に 応 


1 され 、 薬 室 の 


適切 な 追跡 シス 


、 記 載 の 


に 適切 な 改良 


院 軸 に 沿 


て コン ベ ヤ ー ベ ルト の # NE ES 


爆発 速度 を 増加 する 弾薬 筒 の 事前 装填 相 を 実施 する こと が 可能 


符号 の 説明 】 
012 4)】 
円 筒 型 弾倉 
噛み 合い 機構 ( 釣 留 め 機構 ) ( 楽 室 捕 獲 機構 ) 
カム 機構 

事前 装填 機構 

装填 機構 

薬 茨 減速 機構 

銃 尾 ブロ ッ ク 

薬 室 

レー ル 

レバ ー 

カム 

01 銃 尾 あ る い は 射撃 室 

02 口 部 

0 3 シャ ッ タ ー 

1 42 噛み 合い 部 品 ( 釣 留 め 部 品 ) 
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